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はじめに  

豚ではメラニン細胞性腫瘍は多くが皮膚原発で、潜在的に悪性性格を有し、まれに全身

転移がみられる症例も存在する [1]。また、悪性黒色腫にはメラニン色素を豊富に含むもの

から、メラニン欠乏性のものまで存在する [2]。しかし、著者らが知る限り、豚では皮膚に

腫瘤形成を伴わない悪性黒色腫や、色素低産生性の悪性黒色腫の報告は見当たらない。  

今回、豚において原発が皮膚に認められず、肺原発を疑った色素低産生性の悪性黒色腫

に遭遇したので、その概要を報告する。  

 

材料及び方法  

症例は豚、デュロック種、去勢、 6 カ月齢で、2018 年 1 月に起立困難のため病畜として

と畜場へ搬入された。  

病理組織学的検索：全身諸臓器を 10％中性緩衝ホルマリンで固定後、常法に従いパラフ

ィン切片を作製し、ヘマトキシリン・エオジン（ HE）染色及びフォンタナ・マッソン（ FM）

染色を実施した。  

免疫組織化学的検査：病変部のパラフィン切片に対し、一次抗体として S-100、Melan-

A、HMB45（以上、㈱ニチレイバイオサイエンス、東京）、PNL2 及び TRP2（以上、Santa Cruz 

Biotechnology Inc、U.S.A.）を用いた。抗原賦活化には圧力鍋を用いた加熱処理を用いた。

反応の可視化には DAB 基質キット（㈱ニチレイバイオサイエンス、東京）を使用し、対比

染色にはヘマトキシリンを用いた。  

 

成 績 

肉眼所見：左肺の前葉後部には手拳大の淡赤褐色を呈した腫瘤が認められ、腫瘤は壊死

を伴い脆弱であった[図１]。肝臓、腎臓などには粟粒大から胡桃大の灰白色、白色あるい

は淡黒色を呈した結節が密発または散発していた。左及び中気管気管支リンパ節は両者と

も鶏卵大、淡赤褐色で、本症例のリンパ節の中では最も腫大が顕著であった。体表リンパ

節、全身の皮膚、脳、脊髄、眼、口腔粘膜などには腫瘍性病変は認められなかった。なお、

下顎リンパ節には軽度な腫大があった。このように本症例の病巣の中では肺の腫瘤が最も

大きかった。  

病理組織学的所見：肺の腫瘤では腫瘍細胞は束状に増殖し、錯綜配列を示した。腫瘍細



胞は紡錘形を呈し、弱好酸性の細胞質と長楕円形の核を有していた。核小体は小型から中

等度の大きさで、有糸分裂像は高倍率 10 視野あたり平均 60 個確認された[図２]。これら

の腫瘍細胞は HE 染色ではメラニン色素の存在が明らかではなかったが、 FM 染色では微細

なメラニン色素が一部の腫瘍細胞の細胞質内に確認できた。腫瘍組織と周囲固有組織との

境界は明瞭であった。腫瘍から離れた正常部と思われる気管支上皮内及び間質には、FM 染

色に陽性を示し、樹枝状突起を持つ異型性の乏しいメラノサイトやメラニン色素がみられ

た。その他の内臓の病巣及び腫大したリンパ節は肺の腫瘤と類似した病理組織学的所見で

あった。  

免疫組織学化学的所見：腫瘍細胞は S-100、Melan-A、HMB45、PNL2 及び TRP2 に陽性であ

った。 

 

考 察 

色素低産生性の悪性黒色腫は HE 染色所見のみではメラニン色素が確認できないことが

あり、確定診断には FM 染色及び免疫組織化学的検査が重要であるとされている [3]。本症

例は FM 染色によりメラニン色素が一部の腫瘍細胞に確認され、悪性黒色腫のマーカーで

ある S-100、Melan-A、HMB45、PNL2 及び TRP2 が陽性を示し、色素低産生性の悪性黒色腫と

診断する上での重要な根拠となった。  

豚の悪性黒色腫は上皮様細胞及び紡錘形細胞の両者で構成されている事例が多く報告さ

れている[4,5]。本症例では検査したすべての病巣は紡錘形細胞のみで構成されており、著

者らが知る限り、このような豚の悪性黒色腫は今まで報告がなく、まれな症例と思われた。  

先行報告において、豚の悪性黒色腫では有糸分裂像は高倍率 10 視野あたり 10 個[4]、ま

たはまれとされている [5,6]。一方、本症例では前述の悪性黒色腫より著しく多数の有糸分

裂像が認められた。これは、色素低産生性の悪性黒色腫は未分化で、増殖能が高いことを

反映しているものと考えられた。  

豚のメラニン細胞性腫瘍は主に皮膚に発生し [1]、通常、付属リンパ節及び肺への転移が

最初にみられるとされている [3]。本症例は全身の皮膚及び軽度な腫大があった下顎リン

パ節を除く体表リンパ節に病変はみられなかったことから、皮膚以外に原発巣を有する可

能性が考えられた。メラニン細胞性腫瘍はメラノサイト由来の腫瘍で、皮膚、口腔粘膜、

網膜、虹彩などから発生するとされているが [7]、これらの部位にも明らかな原発巣は確認

できなかった。一方、肺の腫瘤は最も大きく、他の部位の病巣は最大でも胡桃大程度であ

った。また、左及び中気管気管支リンパ節はリンパ節の中では最も腫大が著しかった。こ

れらのことから、肺の腫瘤が原発巣である可能性が考えられた。有色豚の肺などでは先天

性メラニン沈着症がまれにみられ [8]、メラノサイトは偶発的に存在することが知られて

いる。本症例では肺に先天性メラニン沈着症は認められなかったが、メラノサイトが観察

された。この細胞が肺原発の悪性黒色腫の発生母細胞となりうる可能性も考えられ、今後

さらなる検討が必要であると思われた。  



 

まとめ 

豚、デュロック種、去勢、 6 カ月齢の多臓器に粟粒大から胡桃大の灰白色、白色あるい

は淡黒色の腫瘤が観察された。左肺の腫瘤は手拳大で、淡赤褐色を呈していた。全身の皮

膚、口腔粘膜、眼などには明らかな原発巣は確認できなかった。本症例の病巣の中では肺

の腫瘤が最も大きかった。肺の腫瘤では腫瘍細胞は紡錘形で、有糸分裂像が多数認められ

た。HE 染色では腫瘍細胞のメラニン色素の存在は明らかではなかった。しかし、腫瘍細胞

には FM 染色により微細なメラニン色素が確認され、悪性黒色腫のマーカーである S-100、

Melan-A、HMB45、PNL2 及び TRP2 が陽性を示した。豚では皮膚に腫瘤形成を認めず、色素

低産生性で、かつ紡錘形細胞のみから構成される悪性黒色腫の報告は初めてである。  
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［図１］肺の肋骨面の肉眼像  ［図２］肺の腫瘤の組織像（ HE 染色 Bar=50μm）  

 


